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実
写
ド
ラ
マ
（
学
園
忍
者
も
の
） 

３
０
分 

      
 

風
魔
の
小
次
郎 

      

第
一
話 

「
小
次
郎
見
参
！
の
巻
」 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

脚
本 

大
岡
俊
彦 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原
作 

車
田
正
美 

「
風
魔
の
小
次
郎
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
集
英
社
） 
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登
場
人
物 

 
小
次
郎
（
１
６
） 

 
 

 

風
魔
忍
者
。 

 

北
条
姫
子
（
１
６
） 

 
 

白
凰
学
院
総
長
代
理
。 

柳
生
蘭
子
（
１
７
） 

 
 

白
凰
学
院
武
道
指
南
役
。 

 

飛
鳥
武
蔵
（
１
７
） 

 
 

誠
士
館
。
傭
兵
忍
者
。 

壬
生
攻
介
（
１
７
） 

 
 

誠
士
館
。
夜
叉
一
族
。 

 

夜
叉
姫
（
１
８
） 

 
 

 

誠
士
館
。
夜
叉
一
族
の
頭
領
。 

  

執
事
（
７
０
） 

 
 

 
 

姫
子
の
執
事
。 

ミ
キ
（
１
６
） 

 
 

 
 

姫
子
の
友
人
。 

ト
モ
（
１
６
） 

 
 

 
 

姫
子
の
友
人
。 

部
下
（
１
８
） 

 
 

 
 

蘭
子
の
部
下
。
白
凰
学
院
応
援
団
。 

チ
ン
ピ
ラ
Ａ 

 
 

 
 

 

誠
士
館
。 

チ
ン
ピ
ラ
Ｂ 

 
 

 
 

 

誠
士
館
。 

チ
ン
ピ
ラ
Ｃ 

 
 

 
 

 

誠
士
館
。
夜
叉
の
下
忍
。 

敵
Ａ 

 
 

 
 

 
 

 
 

夜
叉
の
下
忍
。
女
装
し
て
潜
入
。 

敵
Ｂ 

 
 

 
 

 
 

 
 

夜
叉
の
下
忍
。
女
装
し
て
潜
入
。 

敵
Ｃ 

 
 

 
 

 
 

 
 

夜
叉
の
下
忍
。
女
装
し
て
潜
入
。 

魔
矢
（
１
７
） 

 
 

 
 

夜
叉
の
下
忍
。
赤
星
の
矢
を
射
る
。 

 

小
桃
（
７
） 

 
 

 
 

 

風
魔
の
里
の
案
内
役
。 

北
条
氏
（
享
年
８
０
） 

 

（
写
真
の
み
）
白
凰
の
前
総
長
。
姫
子
の
祖
父
。 
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（
ラ
ス
ト
一
瞬
の
み
） 

夜
叉
八
将
軍
・
陽
炎 

（
１
８
） 

夜
叉
八
将
軍
・
紫
炎 

（
１
７
） 

夜
叉
八
将
軍
・
白
虎 

（
１
６
） 

夜
叉
八
将
軍
・
黒
獅
子
（
１
７
） 

夜
叉
八
将
軍
・
闇
鬼 

（
１
７
） 

夜
叉
八
将
軍
・
雷
電 

（
１
７
） 

夜
叉
八
将
軍
・
妖
水 
（
１
６
） 

夜
叉
八
将
軍
・
不
知
火
（
１
６
） 

 

（
Ｏ
Ｐ
・
Ｅ
Ｄ
の
み
） 

風
魔
一
族
・
竜
魔
（
１
８
） 

風
魔
一
族
・
劉
鵬
（
１
８
） 

風
魔
一
族
・
項
羽
（
１
７
） 

風
魔
一
族
・
霧
風
（
１
７
） 

風
魔
一
族
・
麗
羅
（
１
５
） 

風
魔
一
族
・
兜
丸
（
１
７
） 

風
魔
一
族
・
琳
彪
（
１
７
） 

風
魔
一
族
・
小
龍
（
１
７
） 
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○
不
動
岳
山
中
、
け
わ
し
い
山
道 

 

部 

下
「
う
わ
ッ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

け
わ
し
い
道
に
足
を
と
ら
れ
る
部
下
。 

タ
イ
ト
ル
『
中
央
ア
ル
プ
ス
・
不
動
岳—

—
—

』 

 
 

 
 

 
 

 

キ
ャ
ン
プ
の
荷
物
を
背
負
っ
て
い
る
。
も
う
何
日
も
山
中 

 
 

 
 

 
 

 
を
さ
ま
よ
っ
た
よ
う
。
柳
生
蘭
子
（
１
７
）
、
手
を
貸
す
。 

部 

下
「
ホ
ン
ト
に
こ
ん
な
所
に
人
が
住
ん
で
い
る
ん
で
す
か
？
」 

蘭 

子
「
人
じ
ゃ
な
い
。
忍
び
さ
。
…
風
魔
の
忍
び
の
一
族
を
連
れ
て
帰
る 

 
 

 
 

ま
で
は
、
こ
の
柳
生
蘭
子
と
も
ど
も
生
き
て
白
凰
学
院
に
は
帰
れ 

 
 

 
 

な
い
と
覚
悟
し
な
」 

部 

下
「
し
か
し
…
」 

 
 

 
 

 
 

 

と
言
い
か
け
て
、
小
桃
（
７
）
が
走
っ
て
く
る
の
を
見
る
。 

小 

桃
「
あ
ん
ち
ゃ
ん
、
こ
っ
ち
こ
っ
ち
ー
（
道
の
向
こ
う
を
指
さ
す
）」 

 
 

 
 

 
 

 

大
人
も
歩
く
の
が
困
難
な
け
わ
し
い
道
を
、
蘭
子
た
ち
二 

 
 

 
 

 
 

 

人
を
追
い
こ
し
て
身
軽
に
走
っ
て
ゆ
く
。 

部 

下
「
な
ん
だ
あ
の
子
供
…
？
」 

小
次
郎
「
ど
こ
だ
ど
こ
だ
そ
い
つ
は
ァ
ァ
ァ
ァ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

木
刀
を
片
手
に
、
小
次
郎
（
１
６
）
が
走
っ
て
く
る
。 

部 

下
「
う
！
（
剣
幕
に
び
び
る
）
」 

小
次
郎
「
ど
こ
だ
ど
こ
だ
ど
こ
だ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
で
ど
ん
ど
ん
音
が
高
く
な
っ
て
く
る 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｆ
１
の
よ
う
に
）。
通
り
過
ぎ
た
瞬
間
、
急
に
音
が
低 

 
 

 
 

 
 

 

く
な
る
。 

小
次
郎
「
ど
こ
だ
ど
こ
だ
ど
こ
だ
…
」 

 
 

 
 

 
 

 

一
瞬
の
う
ち
に
二
人
の
そ
ば
を
か
け
ぬ
け
て
い
く
小
次
郎
。 

 
 

 
 

 
 

 

突
風
が
巻
き
起
こ
る
。 

蘭 

子
「
！
！
（
ふ
り
帰
る
）
…
…
風
？
！
…
…
」 

 
 

 
 

 
 

 

思
わ
ず
後
を
追
う
蘭
子
。 

部 

下
「
ち
ょ
っ
と
！ 

蘭
子
さ
ま
！
」 

 

○
同
、
林
の
中 

 

小
次
郎
「
こ
い
つ
か
小
桃
を
襲
っ
た
の
は
ァ
！
」 
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巨
大
な
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
（
２
ｍ
）を
木
刀
で
叩
き
落
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

中
か
ら
何
百
匹
も
の
ス
ズ
メ
バ
チ
が
戦
闘
体
勢
に
！ 

お 

 
 

 
 

 
 

 

い
つ
い
た
蘭
子
、
部
下
。 

部 
下
「
う
わ
あ
ッ
（
顔
を
覆
う
）
」 

蘭 

子
「
ち
い
っ
！
（
ム
チ
を
取
り
出
す
）」 

小
次
郎
「
ヒ
ュ
ウ
ー
ー
ー
ー
ー
ッ
（
不
敵
な
笑
み
）」 

 
 

 
 

 
 

 
す
さ
ま
じ
い
木
刀
さ
ば
き
で
、
ス
ズ
メ
バ
チ
を
叩
き
落
し 

 
 

 
 

 
 

 

て
い
く
！ 

小
次
郎
「
１
！ 

２
！ 
３
！ 

４
！ 

５
、
６
、
７
！ 

ハ
チ
！ 

な
ん 

 
 

 
 

ち
ゃ
っ
て
！
」 

蘭 

子
「
な
に
い
！
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

更
に
加
速
し
た
動
き
で
、
雲
霞
の
ご
と
き
ス
ズ
メ
バ
チ
を 

 
 

 
 

 
 

 

叩
き
落
す
。 

小 

桃
「
（
急
に
大
人
び
て
、
蘭
子
に
）
お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
。
白
凰 

 
 

 
 

学
院
、
武
道
指
南
役
の
柳
生
蘭
子
さ
ま
。
我
々
が
風
魔
一
族
で
す
」 

蘭 

子
「
ま
さ
か
、
あ
の
男
が
…
！
」 

小 

桃
「
す
い
ま
せ
ん
、
風
魔
の
里
の
掃
除
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
…
。（
子 

 
 

 
 

供
に
戻
り
、
小
次
郎
に
）
や
っ
ち
ゃ
え
！
小
次
郎
あ
ん
ち
ゃ
ん
！
」 

小
次
郎
「
８
８
６
！ 

８
８
７
！ 

８
８
８
匹
目
は
オ
マ
エ
か
ボ
ス
猿
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

最
後
の
一
匹
は
女
王
蜂
。
８
８
７
匹
の
つ
ぶ
れ
た
ス
ズ
メ 

 
 

 
 

 
 

 

バ
チ
。
強
い
風
が
吹
く
。 

蘭 

子
「
小
次
郎
。
…
風
魔
の
小
次
郎
か
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

音
楽
ス
タ
ー
ト
。 

 
 

 
 

 
 

 

襲
い
く
る
女
王
蜂
。
叩
き
斬
る
小
次
郎
の
ア
ッ
プ
。 

 

タ
イ
ト
ル 

「
風
魔
の
小
次
郎
」 

 

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

  
 

 
 

 
 

 

音
楽
（
主
題
歌
の
前
奏
）
つ
づ
け
て
。 

 
 

 
 

 
 

 

赤
い
月
と
荒
野
。
走
る
小
次
郎
。 

Ｎ
Ａ 

『
そ
の
脚
力
は
一
日
数
千
里
を
走
り 

そ
の
耳
は
三
里
先
に
お
ち
た 

 
 

 
 

針
の
音
さ
え
も
き
き
わ
け 

闇
夜
で
も
千
メ
ー
ト
ル
先
の
敵
を
見 

 
 

 
 

き
わ
め
る
目
を
も
ち 

動
け
ば
電
光
石
火 

と
ど
ま
れ
ば
樹
木
の 
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ご
と
し 

さ
れ
ど
人
知
れ
ず
風
の
よ
う
に
さ
す
ら
い 

風
の
よ
う 

 
 

 
 

に
生
き
て
き
た
… 

そ
れ
が
風
魔
だ
！
！
』 

 
 

 
 

 
 

 

「
風
」
の
旗
の
下
に
集
う
風
魔
一
族
。（
小
次
郎
、
竜
魔
、 

 
 

 
 

 
 

 

劉
鵬
、
項
羽
、
霧
風
、
麗
羅
、
兜
丸
、
琳
彪
、
小
龍
） 

  
 

 
 

 
 

 

主
題
歌
は
じ
ま
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
白
凰
学
院
、
姫
子
、
蘭
子
。
誠
士
館
、
武
蔵
、
壬
生
、
夜 

 
 

 
 

 
 

 

叉
一
族
。
序
盤
の
名
場
面
な
ど
。 

 
 

 
 

 
 

 

キ
メ
の
場
面
は
、
飛
鳥
武
蔵
、
壬
生
攻
介
＋
夜
叉
八
将
軍 

 
 

 
 

 
 

 

と
、小
次
郎
＋
風
魔
八
忍
、計
１
９
人
の
フ
ル
シ
ョ
ッ
ト
。 

 

● 

Ｃ
Ｍ 

 

○
タ
イ
ト
ル 

「
第
一
話 

小
次
郎
見
参
！
の
巻
」 

 

○
白
凰
学
院 

 

○
同
、
総
長
室 

  
 

 
 

 
 

 

執
事
（
７
０
）
か
ら
報
告
を
受
け
る
、
北
条
姫
子
（
１
６
）。 

姫 

子
「
そ
う
で
す
か
。
ま
た
一
回
戦
敗
退
で
す
か
」 

執 

事
「
は
い
。
エ
ー
ス
の
船
田
さ
え
い
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
に
は
…
」 

姫 

子
「
ま
た
、
不
慮
の
交
通
事
故
で
す
か
？
」 

執 

事
「
は
い
。
こ
れ
で
連
続
７
件
。
こ
と
ご
と
く
我
が
校
の
ス
ポ
ー
ツ
部 

 
 

 
 

の
エ
ー
ス
ば
か
り
。
謎
の
交
通
事
故
で
選
手
生
命
を
う
ば
わ
れ
、 

 
 

 
 

い
ま
だ
犯
人
は
特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
」 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
事
故
の
場
面
。 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

姫 

子
「
生
徒
た
ち
の
動
揺
は
お
さ
ま
り
ま
し
か
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

窓
の
外
を
見
る
姫
子
。
生
徒
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
行
き
交 

 
 

 
 

 
 

 

う
。
ス
ポ
ー
ツ
バ
ッ
グ
を
持
っ
た
車
椅
子
の
生
徒
。 

執 

事
「
表
面
的
に
は
…
し
か
し
ど
う
で
し
ょ
う
。
誠
士
館
高
校
の
金
を
使 

 
 

 
 

っ
た
引
き
抜
き
は
露
骨
に
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
に
あ
っ
た 
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の
は
、
そ
れ
を
断
わ
っ
た
者
た
ち
ば
か
り
」 

姫 

子
「
…
」 

 
 

 
 

 
 

総
長
席
の
後
ろ
に
は
、
巨
大
な
遺
影
。
北
条
氏
。 

執 
事
「
心
中
お
察
し
し
ま
す
。
大
旦
那
様
さ
え
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば 

 
 

 
 

…
」 

姫 

子
「
死
ん
だ
お
じ
い
様
の
こ
と
を
言
っ
て
も
仕
様
が
な
い
じ
ゃ
な
い
… 

 
 

 
 

そ
れ
と
も
私
の
総
長
代
理
と
し
て
の
能
力
が
低
い
と
で
も
！
？
」 

執 

事
「
…
」 

姫 

子
「
た
し
か
に
、
現
役
高
校
生
が
学
校
経
営
な
ん
て
、
そ
も
そ
も
無
理 

 
 

 
 

な
の
か
も
。
お
じ
い
様
の
遺
志
を
継
ぐ
な
ん
て
」 

 
 

 
 

 
 

 

棚
の
中
に
は
、
輝
か
し
い
優
勝
杯
の
数
々
。
し
か
し
こ
こ 

 
 

 
 

 
 

 

三
年
分
が
空
白
。 

姫 

子
「
さ
き
ほ
ど
役
員
会
か
ら
、
一
学
年
２
ク
ラ
ス
か
ら
１
ク
ラ
ス
へ
の 

 
 

 
 

統
合
案
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
来
年
の
入
学
志
願 

 
 

 
 

者
が
大
き
く
定
員
割
れ
だ
と
も
」 

 

○
同
、
校
庭 

  
 

 
 

 
 

 

姫
子
、
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
下
校
。
ミ
キ
（
１
６
）、
ト
モ 

 
 

 
 

 
 

 

（
１
６
）
が
声
を
か
け
る
。 

ミ 

キ
「
姫
子—

！ 

こ
れ
か
ら
渋
谷
行
く
け
ど
い
く
？
」 

ト 

モ
「
合
コ
ン
に
発
展
す
る
か
も
だ
け
ど
、
ム
リ
な
ら
こ
な
い
だ
言
っ
て 

 
 

 
 

た
サ
ン
ダ
ル
の
新
作
買
い
に
い
こ
っ
て
話
し
な
ん
だ
け
ど
」 

姫 

子
「
う
ん
…
ち
ょ
っ
と
今
日
は
気
分
じ
ゃ
な
い
ゴ
メ
ン
」 

ミ 

キ
「
な
ん
だ
よ
最
近
暗
い
よ
？
総
長
さ
ま
」 

姫 

子
「
ミ
キ
っ
て
高
等
部
か
ら
こ
の
学
院
だ
っ
け
？
」 

ミ 

キ
「
そ
だ
よ
？ 

姫
子
は
初
等
部
か
ら
だ
よ
ね
？
」 

姫 

子
「
こ
の
学
校
が
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
し
た
ら
ど
う
思
う
？
」 

ミ 

キ
「
う
ー
ん
、
困
る
け
ど
、
い
ん
じ
ゃ
な
い
？ 

卒
業
さ
え
出
来
れ
ば 

 
 

 
 

ど
っ
ち
で
も
い
い
よ
私
的
に
は
。
で
も
姫
子
は
困
る
で
し
ょ
」 

ト 

モ
「
（
遠
く
か
ら
）
ど
ー
す
ん
の
？ 

い
く
の
？
」 

ミ 

キ
「
あ
、
じ
ゃ
い
く
わ
」 

姫 

子
「
う
ん
。
ま
た
誘
っ
て
。
ゴ
メ
ン
」 

ミ 

キ
「
学
校
よ
り
も
目
の
前
の
恋
、
ど
う
に
か
し
な
い
と
な
の
よ
私
。 
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姫
子
も
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
さ
あ
（
バ
イ
バ
イ
）
」 

姫 

子
「
私
だ
っ
て
恋
く
ら
い
し
た
い
よ
（
バ
イ
バ
イ
）」 

 
 

 
 

 
 

 

校
庭
を
眺
め
る
姫
子
。
下
校
す
る
生
徒
、
ク
ラ
ブ
活
動
。 

姫 
子
「
服
買
い
に
い
っ
た
り
、
甘
い
も
の
食
べ
た
り
、
私
だ
っ
て
そ
ん
な 

 
 

 
 

女
子
高
生
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
け
ど
…
」 

 
 

 
 

 
 

 

突
然
、
さ
っ
き
の
二
人
の
悲
鳴
が
！ 

ミ 

キ
「
キ
ャ
ー
！
」 

ト 

モ
「
ち
ょ
っ
と
、
何
す
ん
の
よ
！
」 

 

○
同
、
校
門 

  
 

 
 

 
 

 

か
け
つ
け
る
姫
子
。
チ
ン
ピ
ラ
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
（
誠
士
館
の 

 
 

 
 

 
 

 

制
服
）
が
ミ
キ
の
腕
を
ね
じ
り
あ
げ
て
い
る
。 

ミ 

キ
「
だ
か
ら
お
前
に
や
る
金
は
な
い
っ
つ
っ
て
ん
だ
ろ
！
」 

チ
ン
ピ
ラ
Ａ
「
ね
え
ん
な
ら
ど
っ
か
連
れ
て
く
け
ど
い
い
か
？
」 

チ
ン
ピ
ラ
Ｂ
「
と
り
あ
え
ず
ウ
チ
の
高
校
ま
で
来
な
よ
？ 
誠
士
館
っ
て
の 

 
 

 
 

は
イ
ケ
メ
ン
ぞ
ろ
い
で
有
名
だ
ぜ
」 

ト 

モ
「
人
を
呼
ぶ
よ
！
」 

姫 

子
「
お
待
ち
な
さ
い
！ 

（
誠
士
館
の
校
章
を
見
て
）
誠
士
館
の
方
た 

 
 

 
 

ち
で
す
ね
！ 

こ
の
名
門
白
凰
学
院
の
正
門
で
、
こ
の
よ
う
な
乱 

 
 

 
 

暴
狼
藉
は
許
し
ま
せ
ん
！
」 

チ
ン
ピ
ラ
Ａ
「
名
門
が
聞
い
て
あ
き
れ
る
ぜ
！ 

ず
い
ぶ
ん
生
徒
が
ウ
チ
に 

 
 

 
 

転
校
し
て
き
て
る
み
た
い
だ
け
ど
？
」 

チ
ン
ピ
ラ
Ｂ
「
し
そ
び
れ
た
や
つ
は
車
椅
子
ら
し
い
が
な
！
（
笑
）」 

姫 

子
「
そ
れ
は
…
あ
な
た
方
誠
士
館
が
」 

チ
ン
ピ
ラ
Ｃ
「
お
や
、
よ
く
見
れ
ば
総
長
代
理
の
北
条
姫
子
さ
ん
じ
ゃ
な
い 

 
 

 
 

で
す
か
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

姫
子
の
腕
を
取
り
、
ね
じ
り
あ
げ
る
。 

姫 

子
「
痛
ッ
！
」 

ト 

モ
「
姫
子
！
」 

姫 

子
「
な
に
を
す
る
つ
も
り
で
す
か
！
？
」 

チ
ン
ピ
ラ
Ｃ
「
こ
い
つ
さ
ら
っ
た
ら
金
に
な
る
か
な
」 

ミ 

キ
「
誰
か
！ 

誰
か
来
て
！
」 

チ
ン
ピ
ラ
Ｃ
「
騒
ぐ
と
こ
の
女
の
肩
外
す
ぞ
」 
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姫 

子
「
こ
の
…
痛
！
…
」 

 
 

 
 

 
 

 

そ
こ
へ
、
一
陣
の
風
が
吹
く
。
風
の
中
か
ら
あ
ら
わ
れ
る 

 
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
、
蘭
子
。 

小
次
郎
「
オ
イ
蘭
子
と
や
ら
、
こ
こ
は
白
凰
か
誠
士
館
か
ど
っ
ち
な
ん
だ
？
」 

蘭 

子
「
も
ち
ろ
ん
我
が
母
校
白
凰
学
院
さ
。
し
か
し
私
の
い
な
い
間
に
こ 

 
 

 
 

こ
ま
で
荒
れ
て
い
る
と
は
…
」 

 
 

 
 

 
 

 
ム
チ
を
出
す
蘭
子
。
チ
ン
ピ
ラ
Ａ
を
一
撃
。
ミ
キ
、
解
放
。 

姫 

子
「
蘭
子
さ
ん
！
」 

蘭 

子
「
柳
生
蘭
子
、
只
今
戻
り
ま
し
た
」 

 
 

 
 

 
 

 

姫
子
を
捕
ら
え
て
い
る
チ
ン
ピ
ラ
Ｃ
を
ム
チ
で
う
つ
。
が
、 

 
 

 
 

 
 

 

Ｃ
は
木
刀
で
受
け
る
。 

蘭 

子
「
む
っ
」 

姫 

子
「
そ
れ
で
は
そ
の
方
が
風
魔
の
…
」 

小
次
郎
「
は
う
あ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

姫
子
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
に
、
小
次
郎
目
が
ハ
ー
ト
。 

小
次
郎
「
メ
…
メ
ル
ヘ
ン
だ
な
あ
〜
ッ
」 

チ
ン
ピ
ラ
Ａ
「
い
て
ェ
な
こ
の
ブ
ス
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

蘭
子
を
襲
う
Ａ
、
Ｂ
。
蘭
子
の
ム
チ
は
一
瞬
で
Ａ
、
Ｂ
を 

 
 

 
 

 
 

 

倒
す
。
蘭
子
が
Ｃ
に
向
か
う
の
を
、
小
次
郎
が
制
す
る
。 

蘭 

子
「
な
に
邪
魔
し
て
ん
だ
よ
小
次
郎
！
」 

小
次
郎
「
あ
の
メ
ル
ヘ
ン
ち
ゃ
ん
は
誰
？
」 

蘭 

子
「
白
凰
の
総
長
代
理
、
北
条
姫
子
さ
ま
だ
よ
っ
！
」 

小
次
郎
「
そ
う
か
…
姫
子
さ
ま
…
」 

 
 

 
 

 
 

 

い
き
な
り
ダ
ッ
シ
ュ
、
気
づ
い
た
ら
Ｃ
の
後
ろ
に
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

は
じ
け
割
れ
る
Ｃ
の
木
刀
。 

チ
ン
ピ
ラ
Ｃ
「
な
に
？
」 

小
次
郎
「
フ
ッ
…
な
に
ハ
ト
が
豆
鉄
砲
く
ら
っ
た
よ
う
な
ツ
ラ
し
て
や
が
る
。 

 
 

 
 

姫
子
さ
ま
。
こ
の
小
次
郎
が
来
た
か
ら
に
は
、
超
大
丈
夫
ッ
ス
」 

チ
ン
ピ
ラ
Ｃ
「
野
郎
！
」 

小
次
郎
「
お
せ
ェ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

木
刀
で
き
り
か
か
る
小
次
郎
。
だ
が
Ｃ
は
宙
に
飛
ぶ
。
そ 

 
 

 
 

 
 

 

の
と
き
に
、
裾
が
は
だ
け
て
、
裏
地
の
夜
叉
の
面
が
見
え 

 
 

 
 

 
 

 

る
。
小
次
郎
も
宙
に
飛
ぶ
。
空
中
で
二
、
三
合
の
の
ち
、 

 
 

 
 

 
 

 

Ｃ
、
倒
さ
れ
る
。 
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小
次
郎
「
オ
イ
チ
ン
ピ
ラ
！ 

次
は
一
番
つ
え
え
奴
を
連
れ
て
来
い
！ 

（
木 

 
 

 
 

の
上
に
向
か
っ
て
言
う
）
い
い
か
！
一
番
ケ
ン
カ
の
つ
え
え
奴
だ 

 
 

 
 

ぞ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
木
の
上
に
潜
む
男
、
飛
鳥
武
蔵
（
１
７
）
。
長
刀
を 

 
 

 
 

 
 

 

入
れ
た
袋
を
持
っ
た
ま
ま
。 

武 

蔵
「
…
」 

 
 

 
 

 
 

 
消
え
る
。
チ
ン
ピ
ラ
達
も
ほ
う
ほ
う
の
体
で
去
っ
て
ゆ
く
。 

 

○
同
、
総
長
室
、
夕
方 

 

姫 

子
「
ホ
ン
ト
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
風
魔
の
…
」 

蘭 

子
「
小
次
郎
」 

姫 

子
「
小
次
郎
さ
ん
」 

小
次
郎
「
あ
、
い
や
、
さ
ん
づ
け
は
イ
イ
ッ
ス
。
小
次
郎
で
」 

姫 

子
「
小
次
郎
」 

小
次
郎
「
姫
子
ち
ゃ
ん
」 

 
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
の
頭
を
ム
チ
の
硬
い
所
で
殴
る
蘭
子
。 

小
次
郎
「
っ
て
え
な
！
な
に
す
ん
だ
よ
ド
ブ
ス
！
」 

蘭 

子
「
姫
子
さ
ま
を
軽
々
し
く
呼
ぶ
な
」 

小
次
郎
「
い
い
じ
ゃ
ん
、
ね
え
ー
姫
子
ち
ゃ
ん
」 

姫 

子
「
は
い
小
次
郎
。
そ
の
方
が
親
し
み
が
も
て
ま
す
」 

蘭 

子
「
と
に
か
く
！
（
ム
チ
で
床
を
ピ
シ
ャ
リ
） 

誠
士
館
の
汚
い
や
り 

 
 

 
 

口
は
ウ
チ
の
正
門
で
堂
々
と
狼
藉
を
働
く
ま
で
に
な
っ
た
！
」 

姫 

子
「
私
の
育
っ
た
こ
の
学
院
を
、
な
ん
と
か
救
う
方
法
は
な
い
の
で
し 

 
 

 
 

ょ
う
か
。
亡
く
な
っ
た
私
の
祖
父
が
、
な
に
か
あ
っ
た
と
き
は
風 

 
 

 
 

魔
の
一
族
を
頼
れ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
小
次
郎
に
助
け 

 
 

 
 

て
い
た
だ
き
た
く
…
」 

小
次
郎
「
モ
チ
の
ロ
ン
助
！
あ
い
つ
ら
を
バ
ッ
タ
バ
ッ
タ
と
な
ぎ
倒
し
て
」 

 
 

 
 

 
 

 

蘭
子
、
ま
た
も
小
次
郎
の
頭
を
殴
る
。 

蘭 

子
「
ケ
ン
カ
さ
せ
に
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
よ
！ 

ウ
チ
は
ス
ポ
ー
ツ
の
名 

 
 

 
 

門
校
だ
。
次
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
試
合
に
、
ま
ず
は
助
っ
人
と
し
て 

 
 

 
 

参
加
し
て
も
ら
い
、
関
東
大
会
進
出
を
決
め
た
い
の
だ
」 

小
次
郎
「
え
え
ー
！
サ
ッ
カ
ー
や
ん
の
？ 

あ
い
つ
ら
ブ
ッ
飛
ば
し
ゃ
い
い 

 
 

 
 

じ
ゃ
ん
！ 

（
ま
た
殴
ら
れ
る
）
っ
て
ッ
！
」 
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蘭 

子
「
バ
カ
野
郎
！ 

忍
び
が
目
立
っ
て
ど
う
す
ん
だ
！
」 

姫 

子
「
小
次
郎
。
ど
う
か
、
人
前
で
忍
び
の
技
を
見
せ
る
の
は
や
め
て
下 

 
 

 
 

さ
い
。
生
徒
が
び
っ
く
り
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
風
魔
の
存
在
は
」 

小
次
郎
「
ハ
イ
わ
か
り
ま
し
た
！ 

オ
イ
ラ
は
忍
び
で
す
！ 

人
目
に
つ
か 

 
 

 
 

ず
、
姫
を
秘
密
裏
に
成
功
に
導
く
の
が
忍
者
の
仕
事
で
あ
り
ま 

 
 

 
 

す
！
」 

蘭 

子
「
最
初
っ
か
ら
そ
う
言
え
ば
い
い
ん
だ
よ
。
と
こ
ろ
で
小
次
郎
、
確 

 
 

 
 

認
し
て
な
か
っ
た
が
、
変
装
の
方
は
大
丈
夫
か
」 

小
次
郎
「
一
応
忍
び
だ
か
ら
ね
。
な
ん
で
？
」 

蘭 

子
「
サ
ッ
カ
ー
部
と
い
っ
て
も
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
だ
か
ら
」 

小
次
郎
「
な
、
な
で
し
こ
！
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

窓
の
外
の
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
。 

小
次
郎
「
え
ー
と
、
じ
ゃ
、
女
装
が
必
？
」 

蘭 

子
「
く
れ
ぐ
れ
も
、
目
立
た
ぬ
よ
う
に
」 

 
 

 
 

 
 

 

目
が
泳
い
で
い
る
小
次
郎
。 

 

○
誠
士
館
、
夜
、
雷
鳴
が
轟
く 

 

○
同
、
総
長
室 

  
 

 
 

 
 

 

壁
に
か
か
る
関
東
勢
力
図
と
巨
大
な
夜
叉
の
面
。 

 
 

 
 

 
 

 

お
び
え
る
チ
ン
ピ
ラ
三
人
の
前
で
、
ひ
と
り
チ
ェ
ス
を
す 

 
 

 
 

 
 

 

る
夜
叉
姫
（
１
７
）。 

夜
叉
姫
「
そ
れ
で
…
？ 

北
条
姫
子
を
さ
ら
い
損
ね
た
と
」 

 
 

 
 

 
 

 

柱
の
影
か
ら
現
れ
る
武
蔵
。 

武 

蔵
「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
夜
叉
姫
…
。
お
そ
れ
な
が
ら
…
我
ら
が
思
う 

 
 

 
 

ほ
ど
早
く
、
白
凰
学
院
は
落
ち
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」 

夜
叉
姫
「
な
ぜ
？ 

関
東
１
７
地
区
全
て
我
ら
の
制
圧
下
、
も
う
す
ぐ
関
東 

 
 

 
 

一
円
は
我
ら
誠
士
館
の
手
中
と
い
う
の
に
」 

武 

蔵
「
風
の
一
族
が
来
ま
し
た
」 

夜
叉
姫
「
（
チ
ェ
ス
の
手
を
止
め
る
）
バ
カ
な
…
風
魔
の
一
族
だ
と
？ 

気 

 
 

 
 

は
確
か
か
？
」 

武 

蔵
「
私
も
こ
の
目
で
見
る
ま
で
信
じ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
忍 

 
 

 
 

び
の
技
で
す
。
名
を
風
魔
の
小
次
郎
と
。
忍
び
を
秘
か
に
使
っ
て 
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い
る
の
は
、
誠
士
館
だ
け
で
は
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
」 

夜
叉
姫
「
風
魔
…
我
ら
夜
叉
一
族
の
宿
敵
が
、
こ
の
地
に
現
れ
た
だ
と
…
？
」 

武 

蔵
「
こ
と
に
よ
る
と
、
八
将
軍
の
召
集
が
必
要
か
と
」 

夜
叉
姫
「
バ
カ
な
！ 

夜
叉
八
将
軍
だ
と
！
？ 

…
壬
生
！ 

壬
生
攻
介 

 
 

 
 

は
お
る
か
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

壬
生
（
１
６
）
、
影
か
ら
現
れ
る
。 

壬 

生
「
こ
こ
に
」 

夜
叉
姫
「
今
一
度
こ
の
飛
鳥
武
蔵
と
と
も
に
風
魔
を
探
れ
！
」 

壬 

生
「
御
意
。
…
武
蔵
よ
、
八
将
軍
と
は
ま
た
気
が
早
い
も
の
よ
。
オ
レ 

 
 

 
 

の
剣
で
こ
と
足
り
る
だ
ろ
う
」 

武 

蔵
「
お
前
も
見
れ
ば
分
る
さ
。
風
魔
一
族
が
、
我
々
夜
叉
と
同
じ
く
、 

 
 

 
 

現
代
に
生
き
延
び
て
い
た
事
を
な
」 

 

○
翌
日
、
サ
ッ
カ
ー
場 

 

看
板 

『
全
国
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
地
方
予
選 

白
凰
学
院 

対 
 

 
 

 
 

誠
士
館
』 

 
 

 
 

 
 

 

ざ
わ
ざ
わ
す
る
試
合
前
の
会
場
。 

 

○
同
、
控
え
室 

  
 

 
 

 
 

 

ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の
姫
子
、
小
次
郎
に
あ
い
さ
つ
。 

姫 

子
「
そ
れ
で
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
最
初
の
小
次
郎
の
助
っ
人 

 
 

 
 

が
私
の
部
で
嬉
し
い
で
す
。
で
は
あ
と
で
」 

小
次
郎
「
大
船
に
乗
っ
た
気
持
ち
で
い
ろ
よ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

ド
ア
閉
ま
り
、
蘭
子
と
小
次
郎
二
人
に
な
る
（
こ
の
時 

 
 

 
 

 
 

 

点
で
は
小
次
郎
は
ま
だ
バ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
ト
）
。 

蘭 

子
「
プ
ッ
…
く
く
く
」 

小
次
郎
「
な
ん
だ
よ
！
な
に
が
面
白
い
ん
だ
よ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

ふ
り
む
い
た
小
次
郎
、
女
装
姿
。 

蘭 

子
「
だ
っ
て
…
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
！
ひ
ー
、
苦
し
い
」 

小
次
郎
「
ち
っ
き
し
ょ
う
！ 

伝
説
の
風
魔
一
族
が
女
装
し
て
球
蹴
り
っ
て 

 
 

 
 

…
冗
談
じ
ゃ
な
い
わ
よ
！
」 

蘭 

子
「
（
笑
い
を
こ
ら
え
て
）
そ
の
わ
り
に
は
や
る
気
満
々
じ
ゃ
ね
え
か
」 
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小
次
郎
「
あ
た
ぼ
う
よ
！ 

ま
さ
か
オ
レ
の
姫
さ
ま
が
サ
ッ
カ
ー
部
の
レ
ギ 

 
 

 
 

ュ
ラ
ー
と
は
…
さ
す
が
姫
！ 

彼
女
に
ア
シ
ス
ト
。
そ
し
て
恋
の 

 
 

 
 

ア
シ
ス
ト
…
！
」 

蘭 
子
「
バ
カ
野
郎
！ 

姫
子
さ
ま
に
手
ェ
出
し
た
ら
タ
ダ
じ
ゃ
す
ま
な
い 

 
 

 
 

か
ら
ね
！
」 

小
次
郎
「
あ
ー
、
お
っ
か
ね
お
っ
か
ね
」 

 

○
同
、
ピ
ッ
チ 

  
 

 
 

 
 

 

誠
士
館
女
子
チ
ー
ム
は
ア
ッ
プ
中
。
ピ
ッ
チ
脇
に
蘭
子
。 

蘭 

子
「
し
か
し
小
次
郎
の
ヤ
ツ
…
校
内
で
既
に
ド
派
手
な
事
や
っ
て
お
い 

 
 

 
 

て
、
今
回
だ
け
目
立
た
ず
に
助
っ
人
な
ん
て
で
き
る
の
か
ね
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

入
っ
て
く
る
白
凰
チ
ー
ム
。
は
し
ゃ
い
で
観
客
に
女
の
子 

 
 

 
 

 
 

 

風
に
手
を
振
る
小
次
郎
（
女
装
）
。 

蘭 

子
「
不
安
だ
…
」 

  
 

 
 

 
 

 

相
手
チ
ー
ム
。
三
人
、
女
装
し
て
る
の
が
い
る
。 

敵
Ａ 

「
フ
フ
フ
…
」 

敵
Ｂ 

「
お
っ
と
、
そ
の
紋
章
、
隠
し
て
お
け
」 

 
 

 
 

 
 

 

左
腕
の
夜
叉
の
面
の
入
れ
墨
を
リ
ス
ト
バ
ン
ド
で
隠
す
三 

 
 

 
 

 
 

 

人
。 

敵
Ｃ 

「
風
魔
の
小
次
郎
…
。
そ
の
実
力
、
試
さ
せ
て
も
ら
お
う
」 

 

● 

Ｃ
Ｍ 

 

○
サ
ッ
カ
ー
場
、
ピ
ッ
チ
脇 

  
 

 
 

 
 

 

靴
ひ
も
を
直
す
振
り
を
し
て
、
小
次
郎
が
蘭
子
に
小
声
で
。 

小
次
郎
「
蘭
子
さ
ん
よ
ォ
。
…
俺
と
同
類
の
奴
ら
が
、
向
こ
う
に
も
い
る
ぜ
」 

蘭 

子
「
な
に
？
」 

小
次
郎
「
忍
び
…
校
門
で
会
っ
た
奴
ら
、
夜
叉
の
紋
章
を
し
て
い
た
。
お
そ 

 
 

 
 

ら
く
、
夜
叉
一
族
」 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

 
 

 

校
門
で
の
バ
ト
ル
。
裾
か
ら
見
え
た
夜
叉
の
紋
章
。 



 14 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

小
次
郎
「
夜
叉
一
族
が
誠
士
館
に
つ
い
て
る
と
な
れ
ば
、
謎
の
交
通
事
故
も 

 
 

 
 

忍
び
の
や
り
口
っ
て
こ
と
に
な
る
な
」 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

 
 

 

交
通
事
故
。
逃
げ
る
夜
叉
一
族
。 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

蘭 

子
「
ま
さ
か
、
誠
士
館
も
忍
び
を
」 

小
次
郎
「
そ
い
つ
ら
が
、
今
相
手
チ
ー
ム
に
も
混
ざ
っ
て
い
る
。
オ
イ
ラ
と 

 
 

 
 

同
じ
、
助
っ
人
っ
て
と
こ
だ
」 

蘭 

子
「
そ
う
か
、
相
手
も
忍
び
を
…
。
話
は
分
か
っ
た
が
、
小
次
郎
」 

小
次
郎
「
な
ん
だ
？
」 

蘭 

子
「
女
装
で
言
う
な
」 

小
次
郎
「
（
顔
を
あ
げ
て
）
う
る
せ
え
！
」 

 

○
同
、
ピ
ッ
チ 

  
 

 
 

 
 

 

ホ
イ
ッ
ス
ル
で
キ
ッ
ク
オ
フ
。
姫
子
と
小
次
郎
（
女
装
）
、 

 
 

 
 

 
 

 

長
年
の
コ
ン
ビ
の
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
回
し
、
試
合
を
有
利 

 
 

 
 

 
 

 

に
す
す
め
て
い
く
。 

姫 

子
「
小
次
郎
、
す
ご
い
わ
！
」 

小
次
郎
「
い
や
い
や
い
や
…
こ
ん
な
コ
ト
も
出
来
ま
す
よ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

ス
ゴ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
。
人
間
業
で
は
な
い
。 

蘭 

子
「
あ
の
バ
カ
…
！
」 

姫 

子
「
す
ご
い
す
ご
い
す
ご
い
！
」 

蘭 

子
「
バ
カ
！
試
合
中
だ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

敵
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
殺
人
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
。
小
次
郎
、
足
を
削 

 
 

 
 

 
 

 

ら
れ
る
。
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
。
姫
子
が
蹴
る
。 

小
次
郎
「
い
て
ェ
な
こ
の
野
郎
！
」 

敵
Ａ 

「
な
ん
だ
、
風
魔
は
こ
れ
し
き
も
か
わ
せ
ん
の
か
？
」 

小
次
郎
「
夜
叉
だ
な
！
」 

敵
Ａ 

「
ほ
う
、
察
し
が
い
い
な
」 

小
次
郎
「
だ
っ
て
俺
よ
り
女
装
が
下
手
だ
」 

 
 

 
 

 
 

 

姫
子
の
パ
ス
が
小
次
郎
に
。
敵
Ａ
、
股
間
に
蹴
り
。
小
次 

 
 

 
 

 
 

 

郎
、
ボ
ー
ル
を
は
さ
ん
だ
ま
ま
飛
ぶ
。
小
次
郎
消
え
る
。 
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ボ
ー
ル
、
そ
の
ま
ま
な
ぜ
か
宙
に
浮
い
て
い
る
。 

姫 

子
「
え
？
…
え
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

忍
び
た
ち
が
超
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
闘
っ
て
い
る
た
め
、
常 

 
 

 
 

 
 

 

人
に
は
見
え
な
い
。
ち
ゃ
っ
か
り
小
次
郎
は
毎
回
ボ
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 

を
タ
ッ
チ
し
て
宙
に
浮
か
せ
て
い
る
の
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 

そ
れ
を
観
客
席
の
裏
か
ら
見
て
い
る
武
蔵
と
壬
生
。 

武 

蔵
「
あ
い
つ
ら
…
や
り
す
ぎ
だ
」 

壬 

生
「
だ
が
風
魔
の
身
体
能
力
は
分
る
で
は
な
い
か
」 

武 

蔵
「
夜
叉
の
下
忍
三
人
を
相
手
に
、
息
切
れ
ひ
と
つ
せ
ず
、
か
…
」 

 
 

 
 

 
 

 

素
手
バ
ト
ル
。 

 
 

 
 

 
 

 

結
局
、
三
人
を
蹴
り
で
ぶ
っ
と
ば
し
、
ボ
ー
ル
も
蹴
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
ボ
ー
ル
は
三
人
に
次
々
に
当
り
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 

ネ
ッ
ト
へ
。
ウ
オ
ー
ッ
と
沸
く
観
客
。
超
喜
ぶ
姫
子
。 

蘭 

子
「
…
（
頭
を
抱
え
る
）
」 

 

○
同
、
ベ
ン
チ 

  
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
脱
が
さ
れ
て
い
る
。
女
装
も
元 

 
 

 
 

 
 

 

に
。 

小
次
郎
「
な
ん
で
だ
よ
！ 

得
点
入
れ
た
じ
ゃ
ん
か
よ
！ 

夜
叉
の
奴
ら
も 

 
 

 
 

病
院
行
き
だ
ぜ
？
」 

蘭 

子
「
め
、
だ
、
つ
、
な
、
と
あ
れ
ほ
ど
言
っ
た
だ
ろ
う
が
！ 

貴
様
そ 

 
 

 
 

れ
で
も
忍
び
か
！
」 

小
次
郎
「
ち
ぇ
っ
…
分
り
や
し
た
。
こ
う
い
う
コ
ト
か
い
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

小
石
を
拾
っ
て
、
矢
の
よ
う
に
投
げ
る
。
ピ
ッ
チ
の
ボ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

ル
に
当
り
、
軌
道
が
変
わ
る
。
相
手
チ
ー
ム
の
パ
ス
が
味 

 
 

 
 

 
 

 

方
に
届
く
。
と
ま
ど
う
相
手
。
ラ
ッ
キ
ー
と
味
方
。 

蘭 

子
「
そ
ん
な
事
も
出
来
る
の
か
」 

小
次
郎
「
と
り
あ
え
ず
夜
叉
の
雑
魚
は
倒
し
た
か
ら
よ
、
あ
と
は
サ
ッ
カ
ー 

 
 

 
 

の
実
力
同
士
だ
と
思
っ
た
ん
だ
よ
」 

蘭 

子
「
…
」 

小
次
郎
「
あ
！ 

姫
子
、
あ
ぶ
な
い
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
て
ボ
ー
ル
を
奪
わ
れ
た
姫
子
。
し
か
し
、 

 
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
が
石
つ
ぶ
て
を
投
げ
、
ボ
ー
ル
を
倒
れ
た
姫
子
の 
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元
へ
。
姫
子
、
ボ
ー
ル
を
キ
ー
プ
し
直
し
、
シ
ュ
ー
ト
。 

小
次
郎
「
い
け
え
っ
！ 

…
な
に
っ
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

ボ
ー
ル
の
軌
道
が
不
自
然
に
曲
っ
て
外
れ
た
。 

蘭 
子
「
小
次
郎
！ 

今
の
…
」 

小
次
郎
「
あ
あ
！ 

向
こ
う
に
も
ま
だ
い
る
よ
う
だ
ぜ
…
俺
と
同
じ
技
を
使 

 
 

 
 

う
忍
び
が
よ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 
た
く
さ
ん
小
石
を
拾
う
小
次
郎
。
ゴ
ー
ル
前
、
ク
ロ
ス
ボ 

 
 

 
 

 
 

 

ー
ル
が
高
く
浮
く
。
し
か
し
軌
道
が
変
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
、石
を
投
げ
て
元
の
軌
道
へ
。ま
た
変
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

ま
た
戻
す
。
小
次
郎
、石
を
全
部
た
て
つ
づ
け
に
投
げ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

ボ
ー
ル
は
次
々
に
移
動
。 

小
次
郎
「
キ
リ
が
ね
え
！
蘭
子
、
ち
ょ
っ
と
い
っ
て
く
る
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

木
刀
を
構
え
る
小
次
郎
。 

蘭 

子
「
ど
こ
へ
！
？
」 

小
次
郎
「
石
つ
ぶ
て
の
主
を
倒
し
に
さ
！
」 

 

○
試
合
場
の
裏
、
地
下
駐
車
場 

  
 

 
 

 
 

 

壬
生
と
武
蔵
が
待
ち
受
け
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
、
木
刀
を
た
ず
さ
え
て
や
っ
て
く
る
。 

壬 

生
「
な
か
な
か
面
白
い
趣
向
だ
っ
た
よ
。
手
裏
剣
の
腕
は
夜
叉
の
中
で 

 
 

 
 

も
私
は
か
な
り
の
ラ
ン
ク
な
の
だ
が
…
」 

小
次
郎
「
邪
魔
し
て
た
の
は
オ
メ
エ
か
！ 

名
の
れ
！
」 

壬 

生
「
夜
叉
一
族
、
壬
生
攻
介
」 

小
次
郎
「
風
魔
の
小
次
郎
だ
！ 

（
武
蔵
に
）
オ
イ
、
こ
い
つ
が
一
番
ケ
ン 

 
 

 
 

カ
の
つ
え
え
奴
な
ん
だ
ろ
う
な
？
木
の
上
に
い
た
奴
？
」 

武 

蔵
「
そ
う
だ
風
魔
の
小
次
郎
と
や
ら
。
夜
叉
の
斬
り
込
み
隊
長
と
は
彼 

 
 

 
 

の
事
よ
」 

小
次
郎
「
よ
オ
し
！ 

や
る
ぜ
夜
叉
！
」 

壬 

生
「
五
百
年
の
時
を
超
え
て
、
再
び
風
魔
一
族
と
夜
叉
一
族
が
闘
い
を 

 
 

 
 

は
じ
め
る
と
は
な
…
ゆ
く
ぞ
風
魔
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

壬
生v

s

小
次
郎
の
木
刀
バ
ト
ル
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

 
 

 

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
進
行
を
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
。 
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必
死
に
闘
う
チ
ー
ム
メ
イ
ト
。
姫
子
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

壬 

生
「
ゆ
く
ぞ
！ 

霧
氷
剣
！
」 

小
次
郎
「
う
お
ッ
！
？
」 

 
 

 
 

 
 

 

壬
生
の
剣
か
ら
ブ
リ
ザ
ー
ド
が
。 

 
 

 
 

 
 

 

間
一
髪
、
小
次
郎
か
わ
す
。
背
後
の
壁
が
凍
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
次
々
と
く
り
出
さ
れ
る
吹
雪
。
小
次
郎
は
か
わ
す
の
が
精 

 
 

 
 

 
 

 

一
杯
。
壬
生
、
天
井
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
木
刀
で
壊
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

お
び
た
だ
し
い
量
の
シ
ャ
ワ
ー
。
後
ろ
か
ら
木
刀
を
振
る 

 
 

 
 

 
 

 

壬
生
。
水
が
一
瞬
で
凍
り
、氷
塊
と
な
っ
て
飛
ん
で
く
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
、
か
ら
く
も
叩
き
割
る
。
次
々
に
飛
ん
で
く
る
氷 

 
 

 
 

 
 

 

塊
、
割
っ
て
い
く
小
次
郎
。
は
じ
い
た
氷
塊
が
駐
車
し
て 

 
 

 
 

 
 

 

あ
る
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
割
る
。 

壬 

生
「
ど
う
し
た
？
終
わ
り
か
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
、
構
え
る
。 

武 

蔵
「
（
気
配
を
感
じ
）
い
か
ん
壬
生
！ 

踏
込
む
な
！
」 

小
次
郎
「
風
魔
烈
風
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

小
次
郎
の
ひ
と
振
り
が
突
風
を
巻
き
起
こ
す
。
ス
プ
リ
ン 

 
 

 
 

 
 

 

ク
ラ
ー
シ
ャ
ワ
ー
が
ふ
き
と
ば
さ
れ
、
壬
生
も
ふ
き
と
ば 

 
 

 
 

 
 

 

さ
れ
か
け
、
よ
ろ
め
く
。
そ
の
隙
に
踏
込
ん
だ
小
次
郎
の 

 
 

 
 

 
 

 

一
撃
！ 

蘭
子
、
乱
入
。 

蘭 

子
「
小
次
郎
！ 

（
武
蔵
に
気
づ
き
）
誠
士
館
！
や
は
り
貴
様
ら
！
」 

武 

蔵
「
お
っ
と
、
も
う
す
ぐ
試
合
が
終
わ
る
ぞ
。
人
が
来
る
」 

 
 

 
 

 
 

 

壬
生
を
背
負
い
、
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
武
蔵
。 

武 

蔵
「
オ
レ
の
名
は
誠
士
館
の
飛
鳥
武
蔵
。
白
凰
学
院
を
潰
す
の
が
仕
事 

 
 

 
 

だ
。
勝
負
は
預
け
た
ぞ
、
風
魔
の
小
次
郎
」 

 
 

 
 

 
 

小
次
郎
と
武
蔵
、
視
線
を
交
し
あ
う
。 

 

○
サ
ッ
カ
ー
場
、
ピ
ッ
チ 

  
 

 
 

 
 

 

試
合
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
。
白
凰
２—

０
で
勝
利
。 

姫 

子
「
や
っ
た
！ 

蘭
子
さ
ん
！
小
次
郎
！ 

勝
っ
た
の
よ
！ 

白
凰
が 

 
 

 
 

勝
っ
た
の
！
」 

小
次
郎
「
フ
ッ
…
姫
子
さ
ん
の
実
力
さ
」 
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姫 

子
「
あ
り
が
と
う
小
次
郎
！
（
手
を
握
る
）
」 

小
次
郎
「
ズ
ッ
キ
ュ
ー
ー
ー
ー
ー
ン
！ 

え
へ
…
え
へ
へ
…
ハ
ッ
！
（
蘭
子 

 
 

 
 

の
殺
意
の
視
線
を
感
じ
て
、
キ
リ
ッ
と
な
る
）
こ
れ
か
ら
風
魔
が 

 
 

 
 

白
凰
学
院
を
助
け
ま
す
。
名
門
白
凰
の
再
興
の
、
今
日
が
第
一
歩 

 
 

 
 

な
の
で
す
」 

姫 

子
「
ハ
イ
！
（
抱
き
つ
く
）
」 

小
次
郎
「
メ
…
メ
ル
ヘ
ン
だ
な
ァ
〜
ッ
」 

 

○
同
、
シ
ャ
ワ
ー
室 

  
 

 
 

 
 

 

姫
子
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
シ
ャ
ワ
ー
。 

 

○
そ
の
外 

  
 

 
 

 
 

 

湯
煙
が
尐
し
開
い
た
窓
か
ら
出
て
い
る
。 

小
次
郎
「
オ
レ
の
メ
ル
ヘ
ン
が
…
オ
レ
の
メ
ル
ヘ
ン
が
あ
の
湯
煙
の
奥
の
奥 

 
 

 
 

に
…
抜
き
足
、
差
し
足
、
こ
れ
が
ホ
ン
モ
ノ
の
忍
び
足
…
（
ス 

 
 

 
 

ゴ
イ
ス
テ
ッ
プ
を
見
せ
る
）」 

 
 

 
 

 
 

 

と
、
ま
た
も
や
背
後
に
殺
気
。
蘭
子
が
ム
チ
を
ス
タ
ン
バ 

 
 

 
 

 
 

 

イ
。 

蘭 

子
「
な
に
が
メ
ル
ヘ
ン
だ
ア
ッ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 

ム
チ
を
ひ
と
ふ
り
、
小
次
郎
の
両
足
を
絡
め
、
木
に
吊
る 

 
 

 
 

 
 

 

し
て
し
ま
う
。
蘭
子
、
去
っ
て
ゆ
く
。 

小
次
郎
「
ち
ょ
っ
と
！
タ
ン
マ
！ 

ゴ
メ
ン
！
オ
レ
が
悪
か
っ
た
で
す
！ 

 

 
 

 
 

蘭
子
さ
ん
！
ね
え
、
蘭
子
さ
ん
っ
て
ば
！
蘭
子
さ
ん
っ
！
」 

 

○
誠
士
館
、
校
庭
、
夜 

  
 

 
 

 
 

 

摩
矢
が
赤
星
の
矢
を
射
る
。
そ
れ
を
見
つ
め
る
武
蔵
。 

 
 

 
 

 
 

 

各
地
の
夜
叉
八
将
軍
、
陽
炎
、
紫
炎
、
白
虎
、
黒
獅
子
、 

 
 

 
 

 
 

 

闇
鬼
、
雷
電
、
妖
水
、
不
知
火
が
そ
れ
に
気
づ
く
。 

Ｎ
Ａ 

『
そ
の
夜
、
赤
星
の
矢
が
放
た
れ
た
。
各
地
に
散
る
夜
叉
八
将
軍
集 

 
 

 
 

結
の
合
図
で
あ
る
』 
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○
サ
ッ
カ
ー
場
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
外
、
夜 

  
 

 
 

 
 

 

逆
さ
吊
り
の
小
次
郎
。
夜
空
に
赤
星
の
矢
。 

小
次
郎
「
朝
ま
で
放
置
で
す
か
ね
…
ト
ホ
ホ
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
つ
づ
く
』 

 

● 

Ｃ
Ｍ 

 

○
エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

  
 

 
 

 
 

 

ハ
ー
ド
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
は
対
照
的
に
、
お
だ
や
か
な 

 
 

 
 

 
 

 

も
の
。
風
魔
の
里
と
か
、
オ
フ
的
な
も
の
を
。 

 

○
次
回
予
告
（
次
回
活
躍
す
る
キ
ャ
ラ
が
ナ
レ
ー
タ
ー
を
す
る
） 

 

小
次
郎
『
姫
子
さ
ま
の
学
園
を
、
そ
う
と
知
れ
ず
守
る
の
が
忍
び
の
仕
事
。 

 
 

 
 

っ
て
も
な
あ
、
蘭
子
は
ウ
ゼ
ェ
し
、
な
か
な
か
難
し
い
ぜ
。
で
も 

 
 

 
 

姫
さ
ま
の
為
に
マ
ッ
ハ
で
走
る
ぜ
！ 

病
院
の
窓
か
ら
ず
っ
と
こ 

 
 

 
 

っ
ち
を
見
て
い
る
子
…
気
に
な
る
。
次
回
風
魔
の
小
次
郎
「
ち
い 

 
 

 
 

さ
な
友
達
」
に
御
期
待
下
さ
い
！
』 

  


